
正副議長の選挙
　４月10日、改選後初の臨時会が開かれ、議長、副議長選挙が指名推選の
方法により行われました。
　指名推選の結果、議長には田

た

中
なか

亨
とおる

氏、副議長には須
す

藤
とう

一
はじめ

氏が指名され、
当選されました。

議長に　田
た

中
なか

　亨
とおる
　氏

副議長に　須
す

藤
とう

　一
はじめ
　氏

就任あいさつ
　就任にあたり一言所信を述べたいと思います。
　我が鰺ヶ沢町は人口減少、防災安全対策などの町
の問題が山積しております。町の重層的支援体制事
業の下、交付金・補助金は一本化されることから、
福祉の縦割り排除という新しい政策に乗り出してお
り、評価するところであります。
　しかしながら、このまま人口減少が進めば現在の
人口約9000人が、2040年には4800人になると
推定されております。この人口数は自治体の存続に
は厳しい現実であります。もしかすると、令和の市
町村合併があるのかもしれません。町の存続を考え
れば、町民をはじめ町長、職員、議会が知恵を出し
合い、新しい発想の下政策を実行していくことが、
肝要だと思います。

就任あいさつ
　鰺ヶ沢町議会副議長の選任を賜り、心より厚く御
礼申し上げます。今まさに責任の重さを痛感してい
るところでございますが、田中議長の補佐を申し上
げ、円滑なる議会運営、さらなる活躍に努めてまい
る所存でございます。どうか、各位におかれまして
は今後ともなお一層のご指導を賜りますよう、心か
らお願い申し上げます。

　県も新知事になりました。連携しながらも町から県、国に新しい提案をしていくことが重要なことだと思い
ます。議会は町と議論・討論しながら町民ファーストを一番に考え、政策を実行していくことが大事だと思っ
ております。私は議会の公平・公正な議会運営を信条として行っていくつもりであります。町、三役並びに教
育委員会教育長、代表監査委員、選挙管理委員会委員長、農業委員会会長、町職員、議員各位のご協力をお願
い申し上げます。よろしくお願いいたします。

※　令和６年第２回臨時会（改選後初の議会）の内容については、14ページに掲載しています。

改 選 後 初 議 会 　 議 長 ・ 副 議 長 を 選 出
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議会構成が決まる
議員1 1名による新体制

４つの委員会などで議会を運営
議会運営委員会、常任委員会、議会広報編集委員会の構成は次のとおりとなっています。
※◎は委員長、○は副委員長となっています。

常任委員会
総務文教常任委員会

　総務、教育、税、消防事業分野等の案
件を詳しく審査し、併せて必要な調査等
をします。

◎菊谷　忠光　○佐藤　昭司
　菊谷　尚久　　佐藤　　薫
　東條　一彦　　田中　　亨
　　　　　　　　　　　　　　　

産業建設常任委員会
　建設、農林水産、水道事業分野等の案
件を詳しく審査し、併せて必要な調査等
をします。

◎齋藤　孝夫　○須藤　　一
　木村　光義　　今　　勝義
　神　　　孝

議会運営委員会
　議会の運営、陳情等取り扱い、審議の
方法、議長の諮問に関する事項等、議会
運営全般について協議します。

◎神　　　孝　○菊谷　忠光
　佐藤　　薫　　東條　一彦
　齋藤　孝夫

議会広報編集委員会
　町議会広報の編集などを行います。

◎菊谷　忠光　　菊谷　尚久
　木村　光義

一部事務組合・広域連合議会議員、監査委員
　各一部事務組合・広域連合議会議員、監査委員は次のとおりとなっています。

◇鰺ヶ沢地区消防事務組合議会議員	 木村　光義　　佐藤　昭司　　菊谷　忠光
◇西海岸衛生処理組合議会議員	 菊谷　尚久　　佐藤　　薫　　須藤　　一
◇西北五環境整備事務組合議会議員	 佐藤　　薫　　須藤　　一
◇西北五広域福祉事務組合議会議員	 齋藤　孝夫
◇つがる西北五広域連合議会議員	 神　　　孝
◇監査委員	 佐藤　昭司
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災害復旧事業、公共施設改修事業ほかを実施
� ～令和６年度の主な取り組み～

　

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
予
算
特
別
委
員
会

の
審
議
を
経
て
、
本
会
議
に
お

い
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
新
年
度

の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（
※
表
示
金
額
は
予
算
額
の
た

め
、
実
際
の
事
業
額
と
は
異
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

◇道路橋梁災害復旧費� ４億３４４０万円

　一昨年、昨年の大雨
による赤石渓流線の災
害復旧事業費

◇橋梁補修事業費� １億円

　昨年に続き行われる、
茂平橋（町道保木原建
石線にあるＪＲ跨線橋
も兼ねている橋）の橋
梁補修（下部工、上部
工）に関する事業費

　老朽化により処理能
力が低下したエコク
リーンアフイの大規模
改修工事に関する費用
と可燃ごみ処理外部委
託に要する費用の負担

◇西海岸衛生処理組合焼却施設改良費負担金
� ６億５４９９万円

そのほかの主な事業

◇子ども医療費（18歳まで拡充）� ２９１０万円
◇町観光協会補助金� １３５４万円
◇創業支援・空き店舗対策補助金� ２６０万円
◇空家等除却事業費助成金� ２５０万円
◇難聴者補聴器購入費助成金� １００万円

◇日本海拠点館改修事業費� ３９８０万円

　日本海拠点館の電源
装置改修と誘導灯、階
段通路誘導灯などの改
修に関する事業費

　斎場の冷暖房設備の
改修と待合ホールの改
修に関する事業費

◇斎場改修事業費� ４０００万円

◇旧庁舎等解体事業費� １０８７万円

　旧庁舎のアスベスト
含有分析調査業務委託、
解体設計業務委託、旧
消防署解体設計業務委
託に関する事業費

災害復旧が行われる赤石渓流線

日本海拠点館のようす

斎場の外観

町役場旧庁舎のようす

改修されている茂平橋のようす

大規模改修が行われているエコクリーンアフイ
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自主
財
源（
21.8％

）
依存
財源（

78.2％）

総務費
17億8838万円
（21.0％）

衛生費
11億292万円
（13.0％）

民生費
17億8943万円
（21.0％）

災害復旧費
4億4990万円
（5.3％）

教育費
5億4416万円
（6.4％）

農林水産費
4億141万円
（4.7％）

消防費
4億4039万円
（5.2％）

目的別

土木費
8億5750万円
（10.1.％）

6484万円
（0.8％）
147万円
（0.0％）
300万円
（0.0％）

議 会 費

労 働 費

予 備 費

町債　※１
10億3370万円
（12.1％）

県支出金
4億8543万円
（5.7％）

町税
7億8734万円
（9.3％）

国庫支出金
11億6211万円
（13.7％）

地方交付税
36億3391万円
（42.7％）

地方譲与税など
3億3551万円
（4.0％）

歳入【財源】

歳出【使いみち】

3億円
（3.5％）
7751万円
（0.9％）
7663万円
（0.9％）
2863万円
（0.3％）
825万円
（0.1％）
０万円

（0.0％）

寄 附 金

使用料及び手数料

諸 収 入

分担金及び負担金

財 産 収 入

繰 越 金

公債費　※２
9億7522万円
（11.4％）

一般会計予算
85億1000万円

繰入金
5億8098万円
（6.8％）

商工費
9138万円
（1.1％）

新年度予算可決
一般会計 85億1000万円

令和６年度
当初予算

【前年度比】3億3200万円減

令和６年度一般・特別・企業会計当初予算
会　　計　　名 本年度予算額 前年度予算額 増　　　減 対前年度伸率（％）
一　般　会　計 85億1000万円 88億4200万円 －3億3200万円 －3.8 ➡

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 15億680万円 15億3300万円 －2620万円 －1.7 ➡
農 業 集 落 排 水 事 業 0 1億7003万円 －1億7003万円 下水道事業へ移行
小 規 模 水 道 事 業 762万円 724万円 38万円 5.2 ⇧
公 共 下 水 道 事 業 0 4億9845万円 －4億9845万円 下水道事業へ移行
墓 地 公 園 事 業 20万円 20万円 0 0.0 ―
介 護 保 険 事 業 14億9001万円 15億1365万円 －2364万円 －1.6 ➡
後 期 高 齢 者 医 療 1億4457万円 1億6295万円 －1838万円 －11.3 ➡
水 産 業 振 興 事 業 3901万円 3423万円 478万円 14.0 ⇧
財 産 区 特 別 会 計 431万円 616万円 －185万円 －30.0 ➡

【企業会計】水 道 事 業 4億3608万円 5億6304万円 －1億2696万円 －22.5 ➡
【企業会計】下水道事業 9億5457万円 0 9億5457万円 下水道事業新設

全　　合　　計 130億9317万円 133億3095万円 －2億3778万円 －1.8 ➡
※予算額は、万円単位（四捨五入）で表示しています
　財産区特別会計は、５財産区管理会（北浮田、長平、浜横沢、中村、舞戸）の合計額となっています。

　　ひとくち解説
※１�　町債とは……町が資金調達した主に長期の債
務、借入金のことをいいます。

※２�　公債費とは……町が借入した債務の償還や利
子の支払いに要する経費のことをいいます。


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令和６年
第１回
定例会
会期

２月22日～３月６日
　

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
が
２
月
22
日
か
ら
３
月
６
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
初
日
、
条
例
改
正
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
等
議
案
39
件
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
施
行
期
日
が

３
月
１
日
か
ら
と
な
る
た
め
、
先
議
分
と
し
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
の
一
般
質
問
で
は
、
議
員
２
名
が
室
内
温
水
プ
ー
ル
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、

鰺
ヶ
沢
高
校
に
対
す
る
町
の
支
援
・
活
性
化
策
に
つ
い
て
な
ど
を
町
政
に
問
い
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
10
～
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

最
終
日
６
日
に
は
、
５
日
の
各
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
で
審
議
（
内
容
は
12

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
さ
れ
た
議
案
38
件
が
本
会
議
に
お
い
て
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
全
員
に
よ
る
発
議
と
し
て
条
例
改
正
案
１
件
が
追
加
上
程
さ
れ
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
議
案
等
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
多
目
的
住
宅
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定�

可
決

　

町
に
お
け
る
移
住
及
び
定

住
の
促
進
を
図
り
、
ま
ち
づ

く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
県
外
等
か
ら
町
に

転
入
す
る
者
に
安
全
で
安
心

な
生
活
環
境
を
提
供
す
る
た

め
、
多
目
的
住
宅
の
設
置
及

び
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
を
定
め
る
た
め
の
も
の
。

【
主
な
内
容
】

〇
名
称
及
び
位
置

　

・�

多
目
的
住
宅
Ａ
棟
・
Ｂ

棟
・
Ｃ
棟
（
舞
戸
町
字

下
富
田
３
番
地
22
・
３

番
地
35
）

　

・�

多
目
的
住
宅
Ｄ
棟
（
本

町
２
２
２
番
地
）

〇
入
居
資
格

　

町
外
に
住
所
を
有
し
、

　

①�

町
内
へ
移
住
を
希
望
す

る
者
及
び
そ
の
家
族

　

②�

町
内
の
地
域
お
こ
し
と

な
る
活
動
を
行
う
者
及

び
そ
の
家
族

　

③�

町
内
に
お
い
て
一
定
期

間
の
み
就
業
す
る
者
及

び
そ
の
家
族

　

④�

青
森
県
立
鰺
ヶ
沢
高
等

学
校
に
在
籍
す
る
者
ま

た
は
入
学
が
決
定
し
て

い
る
者
及
び
そ
の
家
族

　

�　

そ
の
他
、
町
長
が
特
に

必
要
と
認
め
る
者
及
び
そ

の
家
族

�

な
ど

〇
入
居
期
間

　

�　

入
居
開
始
日
の
属
す
る

当
該
年
度
末
ま
で

　

令
和
６
年
４
月
１
日
施
行

▼
課
設
置
条
例
等
の
一
部

改
正�

可
決

　

町
役
場
の
組
織
機
構
を
改

め
る
た
め
の
も
の
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
施
行

【
改
正
の
主
な
内
容
】

　

〇
課
等
の
配
置

　
　

９
課
１
事
務
局

↓

　
　

８
課
１
事
務
局
へ

　

〇
班
の
配
置

　
　

23
班
２
室
２
事
務
局
へ

　

〇
職
名
の
変
更

　
　

行
政
職

　
　

・�

主
事
補
、
技
師
補
、

主
任
技
師
、
次
長
、

副
館
長
、
所
長
を
廃

止

　
　

・�

４
級
の
職
務
に
統
括

官
を
新
設
（
役
職
定

年
後
の
課
長
職
の
職

名
）�

な
ど

　
　

医
療
職

　
　

・�

５
級
の
職
務
の
名
称

を
重
要
か
つ
困
難
な

業
務
を
所
掌
す
る
保

健
師
を
新
設�

な
ど

総
合
窓
口
課

　

会
計
室
（
従
来
の
会
計

班
を
改
め
る
）、戸
籍
年
金

班
、
税
務
班
（
従
来
の
課

税
班
と
納
税
班
を
統
合
）、

生
活
衛
生
班
を
配
置
。

農
林
水
産
課

　

農
林
班
（
従
来
の
農
業

経
営
班
、
環
境
整
備
班
を

統
合
）、
水
産
班
、
農
業

委
員
会
事
務
局
を
配
置
。

組
織
の
主
な
変
更
部
分

庁
舎
１
階

次 ペ ー ジ
下段へ続く

課設置条例等の一部改正
令和６年４月から町役場の組織再編へ

多目的住宅用に改修された旧医師住宅
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▼
子
ど
も
医
療
費
給
付
条

例
の
一
部
改
正�

可
決

　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に

つ
い
て
、
助
成
対
象
者
の
年

齢
を
15
歳
か
ら
18
歳
に
拡
充

す
る
た
め
の
も
の
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
施
行

▼
職
員
等
の
旅
費
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正�

可
決

　

全
国
的
な
宿
泊
料
相
場
の

上
昇
に
鑑
み
、
職
員
等
の
旅

費
の
額
を
改
定
す
る
た
め
の

も
の
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
施
行

【主な改正内容】
・町長、副町長、教育長
　県 外 日 当　 1,300円→ 3,000円
　県外宿泊料　14,000円→17,000円
・一般職職員
　県 外 日 当　 1,100円→ 2,200円
　県外宿泊料　12,200円→15,000円
※県外は主に東京、仙台など

▼
人
事
案
件

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任

命�

同
意

　

３
月
31
日
、
任
期
満
了
と

な
る
教
育
委
員
会
教
育
長

に
、
現
教
育
長
の
阿あ

彦ひ
こ

正ま
さ

弘ひ
ろ

氏
（
66
歳
）
を
引
き
続
き
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
も

の
。

【
任
期
】

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

３
年

監
査
委
員
の
選
任�

同
意

　

３
月
28
日
に
任
期
満
了
と

な
る
監
査
委
員
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
も
の
。

　

増ま
す

田た　

晶ま
さ

夫お 

氏
（
再
任
）

▽
新
任

　

齋さ
い

藤と
う　
　

衛ま
も
る　

氏

�

（
舞
戸
町
）

【
任
期
】

　

令
和
７
年
６
月
29
日
ま
で

▼
発
議
第
２
号

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正�

可
決

【
内
容
】

　

次
の
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
か
ら
議
員
定
数
が
11
人
と

な
る
た
め
、
選
挙
後
に
組
織

す
る
産
業
建
設
常
任
委
員
会

の
委
員
定
数
を
５
人
に
改
め

る
も
の
。

総
務
課

　

総
務
班
、
人
事
班
、
危

機
管
理
班
（
従
来
の
防
災

班
を
改
め
る
）、
財
政
班
、

総
合
調
整
室
（
行
政
改
革
、

重
点
施
策
の
進
行
管
理
、

重
要
課
題
の
解
決
に
向
け

た
総
合
調
整
を
行
う
た
め

新
た
に
設
置
）
を
配
置
。

企
画
観
光
課

　

従
来
の
政
策
推
進
課
を

企
画
観
光
課
へ
改
め
る
。

　

企
画
振
興
班
（
従
来
の

地
域
経
営
戦
略
班
と
政
策

調
整
班
を
統
合
）、
観
光

商
工
班
を
配
置
。

社
会
教
育
課

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
（
従

来
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
と

温
水
プ
ー
ル
管
理
班
を
統

合
）、社
会
教
育
班
を
配
置
。

建
設
水
道
課

　

従
来
の
建
設
管
財
課
と

水
道
課
を
統
合
し
、
建
設

水
道
課
と
す
る
。

　

土
木
班
、
都
市
計
画
班
、

財
産
管
理
班
、
上
下
水
道

班
（
従
来
の
上
水
道
班
と

下
水
道
班
を
統
合
）

　

土
木
班
、
都
市
計
画
班
、

財
産
管
理
班
は
２
階
で
、

上
下
水
道
班
は
１
階
で
業

務
を
行
う
。

庁
舎
２
階

【
任
期
】

　

令
和
６
年
３
月
29
日
か
ら

４
年

舞
戸
財
産
区
管
理
会
管
理

委
員
の
選
任�

同
意

　

欠
員
と
な
っ
て
い
る
舞
戸

財
産
区
管
理
会
管
理
委
員
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
す
る

も
の
。

再任の同意後、議場で挨拶をする阿彦教育長

提案理由を説明する新保勝敏議員

統合された建設水道課

辞令の交付を受けた 増田　晶夫 氏

（ 9 ）
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室
内
温
水
プ
ー
ル
の
給
排
水
設
備
の
故
障
対
応
は

 

答
〈
県
民
体
育
大
会
開
催
前
に
修
繕
し
た
い
〉

室
内
温
水
プ
ー
ル
の

管
理
運
営
に
つ
い
て

　

３
月
定
例
会
で
は
、
２
名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
町
の
行
財
政
全
般

に
関
し
町
長
の
考
え
や
、
町
の
施
政
方
針
を
問
い
ま
す
。

問
・
室
内
温
水
プ
ー
ル
（
以

下
、「
プ
ー
ル
」
と
す
る
）

は
町
民
の
健
康
増
進
と
子
ど

も
達
の
体
力
向
上
を
目
的
に

設
置
さ
れ
た
社
会
教
育
施
設

で
す
が
、
令
和
４
年
度
及
び

５
年
度
の
利
用
状
況
等
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
・
神
社
会
教
育
課
長

　

令
和
４
年
度
の
利
用
者
は

２
万
６
２
８
９
人
で
、
内
訳

と
し
て
個
人
利
用
が
３
０
３

５
人
、
各
種
大
会
や
学
校
開

放
に
よ
る
利
用
者
１
万
２
３

０
８
人
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ

ブ
の
利
用
者
１
万
９
４
６
人

で
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
１
月
末
現

在
の
利
用
者
は
２
万
１
７
９

２
人
で
、
個
人
利
用
が
３
１

３
２
人
、
各
種
大
会
や
学
校

開
放
に
よ
る
利
用
者
１
万
４

０
１
人
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ

ブ
の
利
用
者
８
２
５
９
人
で

す
。

　

各
年
度
共
に
中
・
高
体
連

や
県
水
泳
連
盟
主
催
の
大
会

等
10
大
会
に
利
用
さ
れ
、
学

校
開
放
は
、
保
育
所
関
係
で

は
町
内
４
、
町
外
３
、
小
学

校
は
町
内
２
校
、
町
外
７
校

の
利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
・
一
般
住
民
の
利
用
を
増

や
す
た
め
に
実
施
し
て
い
る

事
業
や
令
和
６
年
度
以
降
の

新
規
事
業
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
・
神
社
会
教
育
課
長

　

プ
ー
ル
で
は
、
町
内
外
の

子
ど
も
達
や
学
校
開
放
時
の

支
援
、
各
種
水
泳
大
会
の
運

営
支
援
や
水
泳
技
術
向
上
の

た
め
の
教
室
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
利
用
者
が

増
え
る
よ
う
魅
力
あ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
て

ま
い
り
ま
す
。

問
・
プ
ー
ル
開
設
以
来
、
町

内
の
こ
ど
も
園
、
小
中
学
校

に
つ
い
て
は
、
利
用
料
を
無

料
と
し
て
い
ま
す
。
体
力
増

進
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
後

も
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

答
弁
・
神
社
会
教
育
課
長

　

利
用
料
無
料
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く

考
え
で
す
。

い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
体
力
増
進

や
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

が
実
施
す
る
選
手
コ
ー
ス
や

幼
児
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
対
象

の
水
泳
教
室
に
お
い
て
も
、

引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問
・
町
水
泳
協
会
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
は
、
相
互
に
連

携
協
力
し
、
事
業
の
円
滑
な

推
進
を
図
っ
て
い
る
と
い
う

理
解
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

答
弁
・
神
社
会
教
育
課
長

　

町
水
泳
協
会
と
町
教
育
委

員
会
の
支
援
協
力
は
、
引
き

続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
・
町
民
が
安
心
し
て
快
適

に
利
用
で
き
る
、
そ
し
て
安

全
な
施
設
運
営
を
行
う
た
め

に
は
、専
門
的
知
識
が
あ
り
、

指
導
も
で
き
る
正
職
員
の
配

置
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

教
育
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

答
弁
・
阿
彦
正
弘
教
育
長

　

そ
の
と
お
り
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
・
プ
ー
ル
の
給
排
水
設
備

は
故
障
も
見
受
け
ら
れ
る

が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答
弁
・
神
社
会
教
育
課
長

　

現
在
故
障
し
て
い
る
シ
ャ

ワ
ー
の
配
管
は
、
令
和
６
年

度
の
早
い
時
期
に
修
繕
す
る

計
画
で
す
。

問
・
給
排
水
設
備
は
、
令
和

６
年
度
の
県
民
体
育
大
会
開

催
前
に
は
修
繕
す
る
と
い
う

理
解
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

答
弁
・
神
社
会
教
育
課
長

　

大
会
開
催
に
間
に
合
う
よ

う
修
繕
い
た
し
ま
す
。

意
見
・
全
国
的
に
は
、
毎
年

の
よ
う
に
プ
ー
ル
で
の
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
因
と
し
て
、
慣
れ
か
ら
き

て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い

よ
う
で
す
の
で
、
十
分
留
意

の
う
え
、
さ
ら
な
る
安
全
管

理
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

問
・
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

運
営
は
町
水
泳
協
会
が
行
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

プ
ー
ル
全
般
の
管
理
運
営
と

の
関
わ
り
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
・
神
社
会
教
育
課
長

　

プ
ー
ル
全
般
の
管
理
運
営

は
町
教
育
委
員
会
が
行
っ
て

佐藤　　薫議員室内温水プール外観

スイミングクラブのようす
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鰺
ヶ
沢
高
校
に
対
す

る
町
の
支
援
・
活
性

化
策
に
つ
い
て

鰺
ヶ
沢
高
校
の
募
集
停
止
緩
和
に
向
け
た
次
の
展
開
は

 

答〈
存
続
に
向
け
た
要
望
活
動
と
支
援
を
継
続
す
る
〉

問
・
今
年
度
、
町
が
実
施
し

た
鰺
ヶ
沢
高
校
の
存
続
に
向

け
た
学
校
魅
力
化
に
関
す
る

取
組
や
町
の
支
援
策
並
び
に

令
和
６
年
度
以
降
の
展
望
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

等
の
入
学
時
の
経
費
補
助
、

Ｊ
Ｒ
で
通
う
生
徒
へ
の
定
期

代
の
補
助
、
学
校
体
験
・

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
等
で
県

外
か
ら
来
ら
れ
る
方
へ
の
交

通
費
の
補
助
、
生
徒
の
全
国

募
集
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

の
作
成
に
対
す
る
補
助
、
部

活
動
・
み
ら
い
塾
・
Ｓ
Ｂ
Ｐ

等
へ
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

令
和
６
年
度
も
引
き
続

き
、
鰺
ヶ
沢
高
校
の
存
続
と

魅
力
化
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
・
県
外
、
鰺
ヶ
沢
町
外
か

ら
の
鰺
ヶ
沢
高
校
へ
の
志
願

者
並
び
に
直
近
の
鰺
高
ハ
ウ

ス
サ
ポ
ー
タ
ー
応
募
状
況
を

伺
い
ま
す
。

答
弁
・
三
上
政
策
推
進
課
長

　

令
和
６
年
２
月
20
日
に
発

表
さ
れ
た
鰺
ヶ
沢
高
校
の
出

願
状
況
は
、
募
集
定
員
40
人

に
対
し
出
願
者
27
人
と
公
表

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
内

外
、
県
内
外
の
出
願
状
況
の

内
訳
は
非
公
表
の
た
め
、
町

で
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

鰺
高
ハ
ウ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

の
応
募
状
況
で
す
が
、
現
在

４
人
か
ら
協
力
の
申
し
出
を

受
け
て
い
ま
す
。

問
・
多
目
的
住
宅
の
現
在
の

工
事
進
捗
状
況
と
、
予
定
入

居
者
数
、
寮
内
の
設
備
を
伺

い
ま
す
。

答
弁
・
三
上
政
策
推
進
課
長

　

多
目
的
住
宅
の
工
期
は
、

令
和
６
年
３
月
19
日
ま
で

で
、
現
在
、
外
装
・
屋
根
・

内
装
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
工
期
内
で
完
成
し
、
引

渡
し
の
予
定
で
す
。

　

予
定
入
居
者
数
は
、
建
物

１
棟
に
つ
き
３
人
、
全
３
棟

で
合
計
９
人
の
入
居
が
可
能

で
す
が
、
現
時
点
で
入
学
者

が
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で

申
込
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

設
備
で
す
が
、
共
有
設
備

と
し
て
、
テ
レ
ビ
、
ス
ト
ー

ブ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
、
調
理
器
具
等
を
、

ま
た
各
部
屋
に
は
、
エ
ア
コ

ン
、
ベ
ッ
ド
、
机
、
椅
子
、

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
等
を
備
え
る

予
定
で
す
。

問
・
多
目
的
住
宅
に
鰺
高
生

の
入
居
者
が
な
く
、
空
き
部

屋
と
な
っ
た
場
合
、
稼
働
率

を
上
げ
る
利
活
用
対
策
と
し

て
考
え
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

答
弁
・
三
上
政
策
推
進
課
長

　

稼
働
率
を
上
げ
る
対
策
と

し
て
、
移
住
希
望
者
等
を
対

象
と
し
た
お
試
し
住
宅
や
期

間
限
定
で
町
内
で
働
く
人

へ
の
住
宅
と
し
て
の
活
用

等
々
、
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

問
・
多
目
的
住
宅
の
内
覧
予

定
は
あ
り
ま
す
か
。

答
弁
・
三
上
政
策
推
進
課
長

　

内
覧
の
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
要
望
が
あ
れ
ば
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
・
町
長
は
、
先
般
、
県
教

育
委
員
会
に
対
し
、
鰺
ヶ
沢

高
校
の
募
集
停
止
要
件
の
緩

和
に
向
け
た
要
望
を
行
い
ま

し
た
が
、
次
の
展
開
と
し
て

考
え
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か

伺
い
ま
す
。

答
弁
・
清
野
学
校
教
育
課
長

　

今
後
も
鰺
ヶ
沢
高
校
と
一

緒
に
魅
力
化
、
情
報
発
信
に

取
り
組
み
、
地
域
校
立
地
町

村
連
絡
協
議
会
の
関
係
町
村

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
要

望
活
動
の
継
続
と
鰺
ヶ
沢
高

校
の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問
・
鰺
ヶ
沢
高
校
へ
の
支
援

以
外
に
も
、
町
内
小
・
中
学

校
に
対
す
る
支
援
を
も
っ
と

で
き
な
い
か
。

答
弁
・
三
上
政
策
推
進
課
長

　

町
外
の
高
校
に
通
う
生
徒

や
町
内
の
小
中
学
生
へ
の
支

援
、
対
策
は
、
町
の
重
要
課

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
令
和
６
年
４
月

か
ら
、
子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
医
療
費

無
償
化
の
対
象
を
18
歳
ま
で

に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
学

校
教
育
環
境
の
整
備
等
に
つ

い
て
も
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

意
見
・
鰺
ヶ
沢
高
校
の
特
色

の
一
つ
で
あ
る
Ｓ
Ｂ
Ｐ
活
動

な
ど
が
、
県
内
や
全
国
か
ら

高
い
評
価
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
人
材
育
成
を
含
め
、
今

ま
で
以
上
の
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。

答
弁
・
三
上
政
策
推
進
課
長

　

令
和
５
年
度
の
支
援
で
す

が
、
各
種
検
定
試
験
代
及
び

学
校
行
事
の
補
助
、
教
科

書
・
ジ
ャ
ー
ジ
・
シ
ュ
ー
ズ 菊谷　忠光議員鰺ヶ沢高校のようす

多目的住宅（舞戸町）内部のようす

（ 11 ）

一般質問／町政に問う！
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第
１
回
定
例
会
で
は
各
常
任
委
員
会
（
総
務
文
教
常
任

委
員
会
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
）
に
議
案
（
条
例
案
、

補
正
予
算
案
等
）
が
付
託
さ
れ
、
詳
し
い
審
議
を
経
て
本

会
議
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
各
委
員
会
で
審
議

さ
れ
た
内
容
を
一
部
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
は
、
議
員
全
員
に

よ
る
予
算
特
別
委
員
会
（
菊
谷
忠
光
委
員
長
）を
設
置
し
、

詳
し
い
審
議
を
経
て
本
会
議
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
同
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
内
容
を
一
部
抜
粋
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の
審
議

予
算
特
別
委
員
会
の
審
議

３月５日

３月５日

問
【
組
織
機
構
、
課
の
統
合

に
つ
い
て
】（
佐
藤
薫
委
員
）

建
設
管
財
課
と
水
道
課
が
統

合
し
、
建
設
水
道
課
が
設
置

さ
れ
ま
す
。
課
長
の
負
担
が

大
き
く
、
業
務
の
円
滑
な
進

行
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
詳
し

い
説
明
を
求
め
ま
す
。

答
（
神
総
務
課
長
）
水
道
関

係
の
業
務
が
厚
生
労
働
省
か

ら
国
土
交
通
省
に
変
わ
り
ま

す
。
下
水
道
事
業
は
、
企
業

会
計
と
な
り
新
規
事
業
は
考

え
て
お
ら
ず
、
維
持
管
理
に

な
り
業
務
量
が
減
る
こ
と
を

鑑
み
統
合
し
ま
し
た
。
近
隣

の
町
で
も
合
併
し
て
お
り
ま

す
。
業
務
範
囲
が
広
く
な
る

の
は
確
か
で
す
が
、
災
害
の

対
応
等
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ

う
な
人
事
配
置
を
考
え
て
い

ま
す
。

問
【
職
員
等
旅
費
の
額
改
定

に
つ
い
て
】（
田
中
委
員
）

物
価
高
騰
な
ど
で
宿
泊
料
等

が
値
上
が
り
し
て
い
ま
す

が
、
改
正
金
額
の
算
定
根
拠

は
あ
り
ま
す
か
。

答
（
神
総
務
課
長
）
近
隣
市

町
の
町
長
、
一
般
職
の
金
額

を
調
べ
、
政
令
指
定
都
市
、

関
東
な
ど
の
宿
泊
料
を
改
正

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

問
【
墓
地
公
園
の
区
画
に
つ

い
て
】（
神
委
員
）
現
在
ど
の

く
ら
い
売
れ
て
い
る
の
か
。

答
（
一
戸
総
合
窓
口
課
生
活

衛
生
班
長
）
墓
地
公
園
３
１

６
区
画
中
、
全
部
で
２
０
３

区
画
売
れ
て
お
り
、
残
り
は

１
１
３
区
画
あ
り
ま
す
。

問
【
給
食
費
無
償
に
つ
い

て
】（
東
條
委
員
）
県
で
来

年
度
か
ら
無
償
に
す
る
と
発

表
し
て
い
ま
す
が
、
当
町
で

は
い
つ
か
ら
の
予
定
で
す

か
。

答
（
阿
彦
教
育
長
）
県
の
動

向
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
け

る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

問
【
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
補
助
金
に
つ
い

て
】（
佐
藤
昭
司
委
員
）
こ

の
補
助
金
に
つ
い
て
説
明
く

だ
さ
い
。

答
（
三
上
政
策
推
進
課
長
）

町
の
様
々
な
業
種
の
協
同
組

合
を
組
織
し
て
、
そ
の
組
合

か
ら
各
事
業
者
へ
職
員
を
派

遣
す
る
と
い
う
も
の
で
、
こ

の
４
月
に
立
ち
上
げ
、
県
の

認
可
を
受
け
た
後
、
派
遣
業

務
の
届
け
を
し
、
業
務
に
あ

た
る
予
定
で
、
町
は
組
合
に

対
し
て
、
運
営
費
の
２
分
の

１
を
助
成
す
る
予
定
で
す
。

問
【
定
額
減
税
の
補
足
給
付

金
に
つ
い
て
】（
佐
藤
薫
委

員
）
概
要
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

答
（
小
野
総
合
窓
口
課
長
）

今
回
の
定
額
減
税
の
対
象
の

中
で
減
額
に
な
る
方
、
対
象

外
の
方
に
一
定
金
額
を
給
付

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

問
【
農
林
業
施
設
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て
】（
佐
藤

昭
司
委
員
）
設
置
場
所
と
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

答
（
千
島
農
林
水
産
課
長
）

建
石
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
ー
ル
へ
の
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
の
時
点
で
今
後

の
設
置
計
画
は
有
り
ま
せ

ん
。

意
見
（
佐
藤
昭
司
委
員
）
他

の
施
設
は
か
な
り
古
く
な
っ

て
お
り
、
建
物
の
修
繕
が
必

要
と
思
い
ま
す
の
で
、
エ
ア

コ
ン
設
置
よ
り
も
先
に
修
繕

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

問
【
県
民
駅
伝
の
日
程
に
つ

い
て
】（
東
條
委
員
）
昨
年
、

県
民
駅
伝
の
日
程
と
町
の
食

の
イ
ベ
ン
ト
が
同
じ
日
に

な
っ
て
い
て
、
で
き
る
な
ら

同
じ
日
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
で
す
か
。

答
（
加
藤
副
町
長
）
日
程
の

ほ
う
は
、
事
前
に
調
整
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

総務文教常任委員会　審議のようす

産業建設常任委員会　審議のようす

予算特別委員会　審議のようす

各常任委員会、予算特別委員会　審議のようす
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令
和
２
年
６
月
９
日
設
置
さ
れ
た
議
会
改
革
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
第
１
回
定

例
会
最
終
日
の
３
月
６
日
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会　

菊

谷
忠
光
委
員
長
が
最
終
報
告
を
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
６
月
７
日
（
金
）

　
　

開
会
予
定
で
す

　
《
開
会
後
の
日
程
は

�

次
の
と
お
り
で
す
》

▽
６
月
10
日
（
月
）

　
　

一
般
質
問

▽
６
月
11
日
（
火
）

　
　

総
括
質
疑

　
　

討
論
、
採
決

　
　

閉
会

　議会日程は、議会運営委員会において正式に決
定されます。
　開会中は町役場１階町民ホールのモニターに、
議会のようすが流れています。
　開催日程、一般質問の議員氏名、質問事項につ
いては町防災無線、町ホームページでお知らせし
ます。
　傍聴の受付は、町役場２階議会事務局前で行っ
ています。
　詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。

令 和 ６ 年 第 ２ 回 定 例 会 の 予 定

令和２年６月からの活動を報告�

今後も議会改革を前進させていく
議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

【
付
託
案
件
】

①�

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に

関
す
る
こ
と

②�

そ
の
他
議
会
改
革
に
関
す

る
こ
と

報
告
内
容

・�

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に

に
つ
い
て

　

協
議
検
討
を
重
ね
、
全
議

員
の
総
意
と
し
て
令
和
２
年

第
４
回
定
例
会
で
原
案
可
決

（
令
和
３
年
６
月
１
日
施
行
）

・�

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く

検
証
結
果

　

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
り
未

達
成
と
な
っ
た
項
目
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
活
発
な
議
員
間
討
議

・
意
見
交
換
会
の
実
施

・�
常
任
委
員
会
で
の
積
極
的

な
所
管
事
務
の
調
査

　

今
後
も
定
期
的
な
検
証
を

行
う
予
定
と
し
ま
す
。

・�

議
会
本
会
議
等
の
映
像
配

信
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
６
月
定
例
会
か

ら
庁
舎
内
モ
ニ
タ
ー
で
議
会

本
会
議
の
よ
う
す
を
ラ
イ
ブ

配
信
。（
令
和
３
年
５
月
に

新
庁
舎
へ
移
転
し
、
議
場
シ

ス
テ
ム
も
新
し
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
外
部
配
信
に
先
立

ち
、
庁
舎
内
の
モ
ニ
タ
ー
で

議
会
本
会
議
の
よ
う
す
を
配

信
）

　

外
部
へ
の
配
信
に
つ
い
て

は
、
配
信
の
経
費
や
協
議
す

べ
き
課
題
等
に
つ
い
て
検
討

の
上
、
実
施
の
可
否
を
決
定

す
る
こ
と
と
す
る
。

・�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
議
会

運
営
な
ど
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
３
月
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
よ
る
議

案
な
ど
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

図
り
、文
書
管
理
の
効
率
化
、

議
会
運
営
の
円
滑
化
を
図
る

こ
と
に
つ
い
て
、町
へ
依
頼
。

　

令
和
４
年
５
月
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
の

概
要
に
つ
い
て
研
修
を
実

施
、
７
月
に
は
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い
る
鶴
田
町
議
会

の
運
用
状
況
を
視
察
し
、
実

際
に
端
末
に
触
れ
、
利
便
性

や
課
題
な
ど
を
研
究
。

　

導
入
に
向
け
て
は
、
初
期

経
費
や
運
用
経
費
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
効
率
的
な
利

活
用
方
法
、
個
人
情
報
保
護

に
関
す
る
ル
ー
ル
作
り
な

ど
、
町
執
行
部
と
連
携
し
な

が
ら
進
め
る
こ
と
が
必
要
。

委員長報告をする菊谷委員長

議 会 改 革 特 別 委 員 会 委 員 長 報 告
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　改選後初の議会となる臨時
会が４月10日行われ、上程さ
れた議案２件について審議を
行った結果、全会一致で承認、
同意されました。
　主な議案は次のとおりと
なっています。

第２回
臨時会
４月10日

▼
専
決
処
分�

承
認

〇�

専
決
第
２
号　

令
和
５
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与

税
等
が
年
度
後
期
に
決
定
し

た
こ
と
に
よ
る
急
施
を
要
す

る
予
算
措
置
。

　

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４

３
０
６
万
７
０
０
０
円
減
額

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

90
億
２
３
１
２
万
４
０
０
０

円
と
す
る
。

齋藤孝夫議員　自治功労者表彰を受賞
　

２
月
26
日
、
ホ
テ
ル
青
森
（
青
森
市
）

に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
青
森
県
町
村
議
会

議
長
会
第
74
回
定
例
総
会
で
、
長
年
の
議

員
活
動
を
通
じ
て
地
方
自
治
の
振
興
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
議
員
に
贈
ら
れ
る
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
表
彰
を
齋
藤
孝
夫
議
員

が
受
け
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
、
第
１
回
定
例
会
最
終
日
の

開
会
に
先
立
ち
、
議
場
に
お
い
て
神
孝
議

長
か
ら
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
27
年
以
上
町
議
会
議

員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
地
方
自
治
に
特
に

功
労
が
あ
っ
た
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
も
の

で
す
。

〇�

専
決
第
３
号　

町
税
条
例

等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
が
令
和
６
年

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
町
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
た
め
、
専

決
処
分
し
た
も
の
。

�

ほ
か

▼
監
査
委
員
の
選
任�

同
意

　

監
査
委
員
の
内
１
名
の
任

期
が
令
和
６
年
３
月
30
日
を

も
っ
て
満
了
し
た
こ
と
か

ら
、
選
任
す
る
も
の
。

　

佐
藤　

昭
司 

議
員

�

（
再
任
）

【
任
期
】

　

令
和
６
年
４
月
12
日
か
ら

令
和
10
年
３
月
30
日
ま
で

総
括
質
疑
の
よ
う
す

　

総
括
質
疑
の
内
容
を
一
部

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
【
児
童
福
祉
事
業
債
に
つ

い
て
】（
佐
藤
薫
議
員
）
就

学
前
教
育
・
保
育
施
設
整
備

事
業
補
助
金
債
に
つ
い
て
、

３
月
補
正
で
５
０
９
０
万
円

ほ
ど
減
額
し
た
後
、
今
回
専

決
処
分
に
予
算
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
の
事

情
な
ど
説
明
を
求
め
ま
す
。

答
（
神
総
務
課
長
）
過
疎
債

に
関
し
て
減
額
と
い
う
内
示

が
あ
り
、
減
額
し
た
の
で
す

が
、
精
査
し
て
減
額
す
る
分

が
追
加
に
な
り
ま
し
た
の
で

補
正
と
い
う
こ
と
で
上
げ
ま

し
た
。

問
（
佐
藤
薫
議
員
）
説
明
を

聞
く
限
り
、
過
疎
債
の
発
行

の
承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

後
、
状
況
が
変
わ
り
過
疎
債

の
発
行
が
認
め
ら
れ
た
た

め
、
専
決
処
分
し
た
と
い
う

こ
と
で
理
解
し
て
よ
ろ
し
い

で
す
か
。

答
（
神
総
務
課
長
）
そ
の
と

お
り
で
す
。

ひ
と
く
ち
解
説

　

改
選
後
は
じ
め
て
開
か
れ

る
議
会
の
議
長
と
は
…

　

改
選
後
は
じ
め
て
開
か
れ

る
議
会
で
は
、
議
長
が
決
定

し
て
い
な
い
た
め
、
出
席
議

員
の
う
ち
年
長
の
議
員
が
、

議
長
選
挙
を
終
え
る
ま
で
臨

時
議
長
を
務
め
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
地
方
自

治
法
第
１
０
７
条
の
規
定
に

よ
る
）

　

今
回
の
臨
時
会
で
は
、
神

孝
議
員
が
議
長
決
定
ま
で
の

間
、
臨
時
議
長
を
務
め
ま
し

た
。

表彰を受けた齋藤孝夫議員

辞令の交付を受けた佐藤昭司議員

臨時議長を務めた神議員（写真中央）と就任のあいさつをする田中議長（写真右）


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